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新石器時代晩期から鉄器時代にかけた

フィリピン北部と台湾南部の土器の関連性について

ー特に矢羽根状刻み目紋土器についてー

田中　和彦 ( 上智大学アジア文化研究所非常勤講師 )

はじめに

　ルソン島北端部と台湾本島南端部は、その間にバタ

ン諸島 (Batan Islands)10 島、バブヤン諸島 (Babuyan 

Islands)5 島を飛石のように配し、約 370km 程の隔た

りがある。この隔たりの距離や荒海として名高い両島

の間の海は、古来、大きな障壁であったにもかかわら

ず、先史時代より人々はこれを乗り越え、歴史時代に

至るまで、頻繁に交流を続けてきた。

　こうした交流のうち、新石器時代の交流については、

特に P. ベルウッド (Bellwood) が早い時期からオース

トロネシア語を話す人々 (Austronesian) が、南中国

から台湾を経由してフィリピンに達し、フィリピンか

らボルネオ島やインドネシアの島々、そして太平洋諸

島へと拡散したことを論じた (Bellwood 1985, 1997)。

彼の想定するオーストロネシア語を話す人々の動き

の中に B.C.3000 年頃に台湾からフィリピンへの移動

があった (Bellwood 1997)。さらに、このベルウッド

の下で学んだ台湾人洪暁純は、自身が発掘調査した

ルソン島北部カガヤン (Cagayan) 州、ナグサバラン

(Nagsabaran) 遺跡の新石器時代の文化層から出土し

た赤色スリップ土器が、台湾東海岸に所在する新石器

時代の潮來橋遺跡の赤色スリップ土器に酷似すること

を両遺跡出土土器の図と写真を対比して示した (Hung 

2005:Fig.4,15)。

　一方、歴史時代のスペイン時代については、マニラ

のスペイン人居留地であったイントラムロスにおい

て、日本の肥前磁器が出土していることを初めて明ら

かにした野上建紀が、マニラに日本から肥前磁器を運

んだのは、中国の唐船であり、長崎から鄭氏の拠点で

あった台湾あるいはマカオを経由したものであったこ

とを論じた（野上他　2005）。

　このように、新石器時代とスペイン時代については、

具体的な資料に基づいて、台湾とルソン島との関係が

明らかになってきた。しかるに、新石器時代の後の鉄

器時代におけるルソン島と台湾の関係については、具

体的資料をもってほとんど論ぜられてこなかったとい

える。

　一方、鉄器時代のフィリピンの土器と周辺地域の

関連については、1960 年代にソルハイム (Solheim)

がフィリピン中部マスバテ (Masbate) 島のカラナイ

(Kalanay) 洞穴（図 1）出土土器とタイのシャム湾の

サムイ (Samui) 島 ( 図 1) 発見の土器の類似性を指摘

し（Solheim 1964b）、広い地域の交流が指摘されて

きた。そして、近年早稲田大学の山形眞理子氏が発

掘調査したベトナム中部カインホア省のホアジェム

(Hoa Diem) 遺跡出土の土器は、カラナイ洞穴出土の

土器やサムイ島発見の土器と酷似することが明らかに

なった（山形 2010）（図 2）。また、東南アジアの玉

製品の非破壊化学分析が台湾中央研究院地球科学研

究所の飯塚義之によって進められパラワン島タボン

(Tabon) 洞穴群（図 1）の中の金属器時代の洞穴から

出土した玉製品の玉の素材が台湾の豊田（図 1）産で

あることが明らかになった（飯塚 2010）。

　ところが、筆者らの調査を行っているルソン島北部

の鉄器時代の土器は、どの地域と関連があるのか不明

瞭なままであった。

　そのような状況にある中で、筆者は、2010 年 3 月

～ 4 月にかけて台北の中央研究院に１ヶ月滞在して

研究する機会を得、台湾南部高雄県に所在する鳳鼻頭

遺跡の踏査を行った。その折、当該遺跡にカガヤン川

下流域のバガッグ (Bangag)I 貝塚において筆者がかつ

て検出した土器と類似する紋様を持った土器が存在す

ることに気がついた。それが、本稿で取り扱う矢羽根

状刻み目紋土器である。

　本稿では、まずルソン島北部における良好な層序を

持った鉄器時代遺跡であるバガッグ I 貝塚の調査成果
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図 1　本稿で扱う主要遺跡の分布図

（いずれも口径 4: 10.2cm、5: 15.0cm、6: 20.2cm、1~3、7~9 は正確なサイズ不明）

（4~6 ホアジェム遺跡調査団作成実測図、1~3、7~9　Solheim 1964b より転載）

（山形 2010 図８より）

図 2　カラナイ（7～ 9）、ホアジェム（4～ 6）、サムイ（1～ 3）の土器比較
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を紹介し、その上で、同貝塚から出土した矢羽根状刻

み目紋土器の資料を出土層位と対比させて検討する。

その上でカガヤン川下流域の他の貝塚から出土した矢

羽根状刻み目紋土器の資料を概観する。次に、張光直

による鳳鼻頭遺跡の発掘資料の中の矢羽根状刻み目紋

土器を概観する。そして、筆者が、鳳鼻頭遺跡で採集

した矢羽根状刻み目紋土器の資料を紹介する。

 そして、最後にカガヤン川下流域出土の資料と鳳鼻

頭遺跡採集資料の類似点と相違点を検討してみたい。

1. ルソン島北部における鉄器時代貝塚バガッグ I

貝塚の発掘調査と出土土器

1-1. バガッグ I貝塚の位置、立地、規模

　本貝塚は、カガヤン川の河口から川を南へ 30㎞ほ

ど溯ったカガヤン川の西岸（左岸）に位置している

（図 3）。この地点でカガヤン川は、東方からのびてき

た石灰岩丘陵にぶつかり、丘陵の先端部を東西に分断

してさらに北へと流れている。石灰岩よりなる丘陵を

分断したため、カガヤン川はここで川幅をせばめ、東

側に膨らんだ半円弧を描いて流れる。半円弧を描いた

部分での流れの速さは、東岸沿いでは速く、西岸沿い

では遅い。そのため、西岸において土砂の堆積が進行

し、氾濫原とも呼べる比較的平坦な地形が形作られて

いる。本貝塚は、この氾濫原上に形成された貝塚であ

る。

　本貝塚の平面形は、東側の東西方向の辺を底辺とす

るする不整台形である ( 図 4)。この底辺の長さは、約

147m である。一方、上辺となる辺は、北西から南

東に西高東低に傾いており、約 112 ｍの長さである。

そして、この両辺を結ぶ２辺の長さは、各々 141m と

90mである。また、この大きさから推定される面積は、

1171.1㎡である。

1-2. バガッグ I貝塚の層序

　本貝塚の堆積は、第 I 層から第 XII 層までの 12 の

層に大きく分類される（図 5）。これらは、全て遺物

包含層だが、第 I 層から第 XI 層までは貝を含み、第

XII 層は貝を含まない。貝を含む層のうち、表土層下

の第 II 層から第 V 層までの各層は、第 IV 層を除き比

較的層厚が厚い。それに対して、第 VI 層から第 XI 層

までの各層は、比較的層厚が薄い。また、第 II 層は、

層中にいくつかの特徴の異なる層が見られたため、五

つの層に細分され、第 X 層は、破砕貝層中の土色や混

入物が異なるため、六つの層に細分された。以下、各

層の概要を記す。

図 3　ルソン島北部カガヤン川流域ラロ貝塚群  

     矢羽根状刻み目紋土器出土遺跡分布図

図 4　バガッグ I貝塚平面図及び発掘坑位置図
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　すなわち、第 I 層：混貝黒色土層（表土層）、第 II- ①層：

黒色土混入貝層、第 II- ②層：純貝層、第 II- ③層：黒

色土混入破砕貝層、第 II- ④層：黒色土混入破砕貝層、

第 II- ⑤層：黒色土混入貝層、第 III 層：純貝層、第 IV 層：

黒色土混入破砕貝層、第 V 層：純貝層、第 VI 層：混

貝黒色土層、第 VII 層：黄褐色シルト混入破砕貝層、

第 VIII 層：混貝暗褐色土層、第 IX 層：褐色土混入貝

層、第 X- ①層：黒色土混入破砕貝層、第 X- ②層：黒

色土混入破砕貝層、第 X- ③層：炭化物混入破砕貝層、

第 X- ④層：炭化物層、第 X- ⑤層：混土破砕貝層、第

X- ⑥層：黒色土混入破砕貝層、第 XI 層：暗黄褐色シ

ルト混入貝層、第 XII 層：暗黄褐シルト層である。

1-3. バガッグ I貝塚出土の土器以外の遺物

　本遺跡の時代を考えるとき、重要な遺物は、第 VI

層出土の鉄片（写真 1-5,6）である。これは黒色土器

の鉢形土器の内面に付着していたものである。また、

第 II 層からは、鉄滓（写真 1-3,4）が出土している。

また、第 II 層からは、完形品 73 点、破損品及び破

片 9 点のガラスビーズ（写真 1-2）が、第 III 層から

は、破損品 1 点のガラスビーズが出土している。また、

第 2 層からは猪の牙（写真 1-1）が出土している。

1-4. バガッグ I 貝塚の出土遺物から見た時代と C14

年代測定値

　先に見たように、本貝塚第 VI 層からは土器に付着

した鉄片が出土し、第 II 層からは鉄滓が出土した。

一方、交易磁器の出土は、いずれの層からも全く見ら

れなかった。こうしたことから、本貝塚第 VI 層から

第 II 層までは鉄器時代に属すると考えられる。

　また、本遺跡の C14 年代測定値については、九州

大学大学院博士課程の三原正三氏によって資料の処

理が行われ、名古屋大学の加速器によって年代が測定

された。資料は、第 II 層、第 VI 層、第 VIII 層、第 X

層、第 XI 層から出土した動物骨が用いられ、各層各々

1 点ずつ５点の C14 年代測定値が測定された。

　各々の層の年代測定値は、第 II 層（-70 ～ 90cm）

出土の動物骨が、1750 ± 30.B.P.（補正年代：1735

～ 1560B.P.：100 ％）（NUTA2-7703） で、 第 VI 層

（-210 ～ 220cm）出土の動物骨が、1915 ± 30B.P.（補

正 年 代：1930 ～ 1815B.P.：92.1％）（NUTA2-7704）

で、 第 VIII 層（-222 ～ 227cm） 出 土 の 動 物 骨 が

1840 ± 30B.P.（補正年代：1835 ～ 1705B.P.：92％）

（NUTA2-7705） で、 第 X 層（-255 ～ 265 ㎝） 出

土の動 物骨 が、2040 ± 40B.P.（補正年代：2115 ～

1920B.P.：97％）（NUTA2-7706）で、第 XI 層（-270

～ 280cm）出土の動物骨が、1965 ± 40B.P.（補正年

代 1990 ～ 1855B.P.：90％）（NUTA2-7707）（三原他

2005:176）である。

1-5. バガッグ I貝塚出土の土器

　次に本稿で取り扱う矢羽根状刻み目紋土器が、出土

土器群全体の中でどのような位置にあるかをバガッ

グＩ貝塚の層の中で最も豊富な器種が出土した層の

一つである第 XI 層出土の土器群を例に見てみたい。

　第 XI 層出土の土器群は大きく無紋土器（図 6）と

有紋土器（図 7）に分けられる。このうち無紋土器は、

甕形土器（図 6-1~4）と鉢形土器（図 6-5~11）、蓋（図

6-12）に分けられる。

　甕形土器は、口縁部が外反し、外側に肥厚するが口
図 5　バガッグ I貝塚発掘坑西壁断面図
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写真 1　バガッグ I貝塚出土遺物

1. 第Ⅱ層出土イノシシの牙 2. 第Ⅱ層出土ガラスビーズ

3. 第Ⅱ層出土鉄滓 4. 第Ⅱ層出土鉄滓

5. 第Ⅵ層出土黒色土器付着鉄片 6. 第Ⅵ層出土黒色土器付着鉄片 (拡大写真 )
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図 6　バガッグ I貝塚第 XI 層出土無紋土器
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図 7　バガッグⅠ貝塚第 XI 層出土有紋・有孔土器
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唇先端部は薄手になるもの（図 6-1,2）、口唇先端部も

厚手で幅広く、重厚な口縁部を作るもの（図 6-3）が

ある。また図 6-4 は、口縁部外面中位がふくらんでい

る。

　 こ れ ら 無 紋 の 甕 形 土 器 に は、 褐 色 の も の（ 図

6-1,3）、黒色のもの（図 6-2,4）の両方がある。

　一方、鉢形土器は、口縁部が内湾するもの（図

6-5~8）と外反するもの（図 6-9~11）がある。内湾

するものは、口唇頂部の形態によって、平坦なもの

（図 6-5）、丸味をもつもの（図 6-6,8）、尖るもの（図

6-7）に分けられる。

　一方、外反するものには、厚手で平坦な口唇頂部を

もち胴部も厚さの差があまりないもの（図 6-9）、口

唇部が外側に張り出すもの（図 6-10,11）がある。また、

無紋の鉢形土器は全て黒色土器である。

　 有 紋 土 器 と 有 孔 土 器 は、 大 き く 甕 形 土 器（ 図

7-1~8）、 鉢 形 土 器（ 図 7-9~11）、 蓋 の つ ま み（ 図

7-12）、支脚の脚部（図 7-13）に分けられる。甕形土

器は、口縁部が頸部で強く外側に屈曲するもの（図

7-1,2）とゆるやかに外反し、外面が肥厚するもの（図

7-3~8）がある。甕形土器に施される紋様は、刻み目

紋（図 7-1,3~7）と沈線紋（図 7-2）と貝殻腹縁押捺紋（図

7-8）である。強く外側に屈曲する甕形土器の刻み目は、

口唇頂部の平坦面に施され、ゆるく外反し外面が肥厚

するものの刻み目は、肥厚した外面全体に施され連続

山形紋を作るもの（図 7-3）、肥厚部分の下部のみに

連続山形紋を作るもの（図 7-4）斜行紋を作るもの（図

7-5,6）矢羽根状模様を作るもの（図 7-6）がある。一

方、貝殻腹縁押捺紋は、押捺紋を連続して連続山形紋

を作出している（図 7-8）。

　一方、これら有紋の甕形土器には黒色のもの（図

7-1,2,4,6,8）、褐色のもの（図 7-7）、赤色スリップの

もの（図 7-3,5）がある。

　一方、有紋の鉢形土器は、平坦な口唇頂部に貝殻腹

縁紋をもつもの（図 7-9）と口唇部内面に十字状に交

互に刻み目をもつもの（図 7-11）がある。また、有

孔の鉢形土器（図 7-10）もある。これら有紋・有孔

の鉢形土器は全て黒色である。一方、有孔の蓋のつま

みは褐色であり、外面に叩き痕を有する支脚も褐色土

器である。

　以上見たように矢羽根状刻み目紋をもつ甕形土器

は、多様な刻み目紋の中の一つのパターンである。

2. バガッグ I 貝塚における矢羽根状刻み目紋土

器の出土層位と土器の型式学的変化

2-1. 矢羽根状刻み目紋土器の出土層位

　先に見たようにバガッグ I 貝塚遺跡は、第 I 層 ~ 第

V 層の各層が第 IV 層を除き比較的層厚が厚く（第 IV

層を除き各層の層厚は 30cm 以上）、第 VI 層～第 XII

層の各層が比較的層厚が薄い（第 XI 層が最大層厚

20cm である他は、いずれも 20cm 未満）。これらの

層のうち、矢羽根状刻み目紋土器は、第 VI 層から第

XII 層までの堆積層下半部からのみ出土した。

2-2. 矢羽根状刻み目紋土器の器種

　次に器種ごと、層ごとに出土例を見ていきたい。

本貝塚出土の矢羽根状刻み目紋土器の器種は、甕形

土器が２種と鉢形土器が１種である。

2-3. 矢羽根状刻み目紋甕形土器と鉢形土器の形態と

点数

　矢羽根状刻み目紋甕形土器は、形態上の特徴から、

口縁部内側の輪郭が外に湾曲するとともに、口縁部

外面が肥厚し、頸部で締まる形態を持つもの（A 類）（図

8-1~3,6）４点と口唇部が内面に肥厚し、口唇先端頂

部が平坦で、口唇先端部から外側に開いていく輪郭

を持つもの（B 類）（図 8-4）１点に分けられる。

　一方、鉢形土器は、口唇先端部が平坦で、内面が

僅かに肥厚した後、胴下部に向って内湾する輪郭を

持ち、外面は口唇部からまっすぐにすぼまるもの（図

8-5）１点である。

2-4. 矢羽根状刻み目紋甕形土器（A類）の出土層位

と出土例

　矢羽根状刻み目紋甕形土器（A 類）は、第 XII 層か

ら１点、第 XI 層から 1 点、第 IX 層から１点、第 VI

層から 1 点の計４点が出土している。表面の色調は、

第 XII 層、第 IX 層、第 VI 層出土のものが黒色で、第

XI 層の出土ものが褐色である。

　各々の資料について、下の方の層から形態上の細

かな特徴と紋様の特徴を見ていきたい。

　第 XII 層出土のもの（図 8-1）は、やや小ぶりなも

ので、口縁肥厚部分の厚みも薄く、外面の中央部分

が面を取り平坦になっている。刻み目は、肥厚部分
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図 8　バガッグⅠ貝塚出土矢羽根状刻み目紋土器と出土層位

(1 ～ 6：筆者原図 )
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全体に施され、横位に 3 段の斜位の刻み目が連続し

て施されている。最上段と第３段の刻み目は、右下り

で、その間の第 2 段目の刻み目は、左下りである。

　第 XI 層出土のもの（図 8-2）は、口唇先端部がや

や丸味を持ち、比較的平坦で、口縁部全体が外側に肥

厚するものである。刻み目は、口唇先端部と肥厚した

口縁部外面に上から下まで施されている。紋様は、横

位に６段の斜位の刻み目が連続的に施され、段ごと

に刻み目の傾斜方向が変えることによって矢羽根状

の紋様を形作るものである。すなわち、上から 1，3，

5 段目が左下りの刻み目になり、2，4，6 段目が右下

りの刻み目になる。また、1 段目から３段目の刻み目

及び 4 段目から６段目の刻み目は、接するほど或い

は切り合ってほどこされているが、３段目と 4 段目

の間はやや間隔があき、３段目の刻み目と４段目の刻

み目は、接するものや切り合うものがない。これは、

横位の３段の刻み目が単位となっていることをうか

がわせるものとも見ることができる。また、上３段の

紋様は、破片左端部分では施されていない。また、こ

の部分での最上段の刻み目は、2 段目、３段目の刻み

目より刻み目二つ分ほど早くに施文されなくなって

いる。また、5 段目の刻み目も破片左から４個目の刻

み目か左端の刻み目まで、施文がなされていない。

　第 IX 層出土のもの ( 図 8-3) は、口唇先端部が丸味

を持ち、口縁部全体が外側に肥厚するものである。紋

様は、口唇頂部と肥厚した口縁部外面に施され、口縁

部外面の紋様は、横位に５列の斜位の刻み目が肥厚部

分の上から下まで施され、段ごとに刻み目の傾斜の方

向を変えることによって矢羽根状の紋様を形作って

いる。すなわち、第 1，3，5 段目の刻み目が右下りで、

第 2，4 段目の刻み目が左下りである。

　第 VI 層出土のもの（図 8-4）は、口縁部外面が肥厚し、

頸部ですぼまる点は、第 XI 層出土資料、第 IX 層出土

資料に類似するが、口唇頂部の幅が約 2㎜と狭くなる

点は、異なっている。また、最も厚くなる部分が外面

肥厚部分の中央よりやや下よりにあり、その部分での

厚さが 20㎜と第 IX 層出土資料や第 XI 層出土資料よ

り厚くなっている。紋様は、肥厚した外面全体ではな

く、最大肥厚部分にゆるい稜が入り、その稜を中心に

稜の上下に 3 段の斜位の刻み目が施されている。刻

み目の傾斜方向は、第１段目と第 3 段目が左下りで、

第２段目が右下りである。

2-5. 矢羽根状刻み目紋甕形土器（B類）の出土層位

と形態、紋様上の特徴

　矢羽根状刻み目紋甕形土器（B 類）は、第 IX 層か

ら１点出土している（図 8-4）。口唇先端部から胴部

に向って開いてゆく形態を持つ甕形土器である。口

唇先端部では、内面部分が肥厚し、頂部は平坦になっ

ている。紋様は、この口唇頂部の平坦部分の中央に

外側から見て内面側に左下りの斜位の刻み目を１列、

外面側に左上りの斜位の刻み目を１列、各々の刻み目

の左端が接するように施すことによって矢羽根状の

紋様を形作っている。また、施された刻み目の長さは、

2 ～ 4㎜と、A 類の甕形土器に施される刻み目よりも

短い。

2-6. 矢羽根状刻み目紋鉢形土器の出土層位と形態、

紋様上の特徴

　矢羽根状刻み目紋鉢形土器は、第Ⅸ層から１点出土

している。褐色土器である。形態は、先に記したよう

に口唇先端頂部がやや丸味をもつものの比較的平坦

で、内面は、口唇先端部でわずかに肥厚した後、胴下

部に向って内湾する。一方、外面は、口唇部からまっ

すぐにすぼまる形態を持っている。また、口唇肥厚部

分での厚さは、2cm と極めて厚い土器である。紋様は、

口唇先端頂部に施され、外側から見て内面側に右下り

の斜位に刻み目が、外面側には右上りの斜位の刻み目

が各々刻み目の右端が接する寸前ほど近くまで施さ

れている。刻み目の長さは、甕形土器（A 類）（B 類）

いずれに施された刻み目より長く、短いものでも長

さ 1.1cm を測り、長いものでは 1.4cm を測る。また、

刻み目は深く、刻み目の中央に稜が入っているのが観

察される。

2-7. 矢羽根状刻み目紋甕形土器（A 類）の型式学的

変化

　本貝塚から出土した矢羽根状刻み目紋土器の３種

類の器種のうち、複数の層にわたって出土が見られる

のは、甕形土器（A 類）のみである。そこで、ここで

は甕形土器（A 類）のみを取り上げて層位に基づきそ

の型式学的変化を考えてみたい。　

　まず、最下層である第 XII 層出土資料（図 8-1）は、

先にも記したようにやや小ぶりで肥厚した口縁部外

面が平坦部分を持っているのが特徴である。こうし
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3-1. カトゥガン貝塚ドンブリケ地点の矢羽根状刻み

目紋土器

3-1-1. カトゥガン貝塚ドンブリケ地点の発掘調査

　カトゥガン貝塚は、カガヤン川を 20km 程溯った

地点のカガヤン川西岸に位置している。この地点でカ

ガヤン川は、川中にラフ (Lafu) 島という小島がある

ため、カガヤン川本流とマラナオ (Malanao) 川に分か

れる。遺跡は、このマラナオ川に面する自然堤防上に

立地する。この遺跡は、1996 年筆者が中心となって

発掘調査を行い (Tanaka 1998a)、2001 年には東京外

国語大学の小川英文が中心になって発掘調査が行われ

た ( 小川 2003)。筆者の発掘では、マラナオ川に面し

た崖沿いの地点に 1x2m の発掘坑を設定して発掘を行

い（Tanaka 1998a）、2001 年の小川英文の発掘では、

崖から内陸に 7m 離れた地点で 2x2m の発掘坑を設定

して発掘を行った ( 小川 2003)。また、層序について

は、筆者の発掘では、第 I 層から第 V 層までの 5 枚の

層を確認したが、小川英文の発掘では、表土層の下に

1 層から５層までの 5 枚の層を確認した。両者の層の

対応関係は、筆者の第 I 層が小川の調査の表土層であ

り、筆者の調査の第 II 層が小川の調査の 1 層と 2 層

で、3 層以下の認識は同じである。すなわち、筆者は、

第 I 層：混貝黒色土層（表土層）、第 II 層：混土貝層、

第 III 層：貝混入褐色シルト層、第 IV 層混土貝層、第

V 層：褐色粘土層と分け (Tanaka 1998a: 153-155)、

小川は、表土：破砕貝と完形貝をまばらに含む黒色土

層、1 層：完形貝と暗褐色土の混貝土層、２層：破砕

貝と暗褐色土の混貝土層、３層：黄褐色粘土質シルト

層、薄い破砕貝層を内部に含む、4 層：破砕貝と黄褐

色シルト混貝土層、５層：黄褐色粘土質シルト層と分

けた（小川 2003: 25）。

3-1-2. カトゥガン貝塚ドンブリケ地点出土の矢羽根

状刻み目紋土器

　矢羽根状刻み目紋土器は、筆者の発掘では、第 IV

層から 1 点（図 9-1）、小川の発掘では４層から 4 点

（図 9-2~5）が出土した。これら 5 点は、いずれも外

側に肥厚した口縁部と締まった頸部を持ち、バガッグ

I 貝塚出土資料の A 類と同じ範疇に属するものである。

また、型式学的には、口縁部外面に面を作らず、肥

厚した外面全体に施文が及ぶことからバガッグ I 貝塚

の b 式に近いと考えられるが、バガッグ I 貝塚の b 式

は、口唇部の刻みを有するが、カトゥガン貝塚の資料

た特徴は、第 XI 層出土資料（図 8-2）と異なるので、

一つの型式として設定できるであろう。そこでこれ

を a 式とする。ただし、施紋部位が口縁部外面全体

に及ぶことは、第 XI 層出土資料、第 IX 層出土資料

と共通する。

　次に第 XI 層出土資料（図 8-2）と第 IX 層出土資料

は、口縁頂部がやや幅広くなり、口縁部外面がふく

らみ頸部でしまるという点が共通し、口唇頂部及び

口縁部外面全体に刻み目紋が施されるという点も共

通する。よってこうした特徴を持つものをb式とする。

ただし、刻み目の段の数は、第 XI 層出土資料が 6 段で、

第 IX 層出土資料が 5 段であることは異なっている。

　次に、第 IV 層出土資料（図 8-6）は、口唇先端部

の幅が狭くなり刻み目がこの部分に施されなくなり、

肥厚した部分の厚みも厚くなる点で、第 XI 層出土資

料や第 IX 層出土資料と異なっている。また、施文部

位が肥厚した口縁部外面の中位よりやや下に限定さ

れている点も第 XI 層出土資料や第 IX 層出土資料と

異なっている。よってこうした特徴を持つ資料を c

式とする。

　これらをまとめるなら、矢羽根状刻み目紋土器（A

類）は、本貝塚における出土層位をもとに、a 式から

b 式へ、そして b 式から c 式へと変化したと考えられ

よう。

3. カガヤン川下流域、ラロ貝塚群中の他の貝塚

出土の矢羽根状刻み目紋土器

　カガヤン川下流域には、前章で見たバガッグ I 貝

塚の他に矢羽根状刻み目紋土器が出土した遺跡が三

箇所程存在する。すなわち、ラロ町、カトゥガン

(Catugan) 貝塚、ドンブリケ (Dumbrique) 地点、ラロ

町、セントロ (Centro) 村、ダビッド (David) 貝塚、カ

マラニウガン (Camalaniugan) 町、ドゥゴ (Dugo) 村、

コルテス (Cortez) 貝塚である。これら 3 箇所の遺跡は、

いずれもバガッグ I 貝塚よりも下流の地域（北側）に

所在する。ここでは、バガッグ I 貝塚に近い方、すな

わち南側の遺跡から順に取り上げ、遺跡の位置、調査、

層序を簡略に概観した上で出土資料を層ごとに見て

いく。
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で口唇部に刻みを有するものは、図 9-5 の資料のみで、

他は見られない点は、ある程度の時間差を感じさせ

る。

　一方、２層からは、小川の発掘によって、甕形土器

（図 9-6）1 点と鉢形土器（図 9-7）1 点の合計 2 点が

出土した。甕形土器は，A 類と異なり、幅広の口唇部

を有し、口縁外面は直線的で、厚手の口縁部が作ら

れている。幅広の口唇頂部は、中央に稜をとり、こ

の稜をはさんで斜位に刻み目が施され、外側から見

て左開きの矢羽根状の紋様が形作られている。こう

した形態は、これまで見られず、新しい器種として、

矢羽根状刻み目紋甕形土器 C 類と命名したい。一方、

鉢形土器（図 9-7）は、口唇先端部が内面で斜めの下

り傾斜を持った資料で、口唇先端部から胴部にかけて

まっすぐにすぼまっている。こうした形態もまた、こ

れまで見られず、新しい器種として、矢羽根状刻み目

紋鉢形土器 B 類として命名したい。紋様は、口唇部

内側の平坦面に外側から見て左開きに組み合わされ

た２組４列の刻み目が口縁周に沿って施されている。

また、組と組の境は沈線で区画される他、紋様が破片

の途中で止まっている境にも沈線が入れられている。

3-2. ダビッド貝塚出土の矢羽根状刻み目紋土器

3-2-1. ダビッド貝塚の発掘調査

　ダビッド貝塚は、カガヤン川河口から 17km ほど

溯った川の東岸に位置する（図 3）。この地点は、か

つてラロ町の中心であり、葉巻たばこを生産してい

たタバカレラに接する地点である（小川 2003: 41）。

遺跡は、カガヤン川の自然堤防上に立地し、標高は

8m（小川 2003:41）である。本遺跡の調査は、小川

が中心になって 2001 年に 2x2m の発掘坑を設定して

行われた（小川 2003: 43）。その結果、表土層の下に

5 枚の層が確認された。すなわち、表土：破砕貝と完

形貝を含み、地表面からの攪乱を受けた暗褐色土層、

1 層：完形貝と暗褐色土の混土貝層、2 層：完形貝と

破砕貝に黄褐色シルトが混入した混土貝層、3 層：黄

褐色粘土質シルト層、4 層：破砕貝と黄褐色シルトの

混土貝層、５層：黄褐色粘土質シルト層（小川 2003: 

43）である。

3-2-2．ダビッド貝塚出土の矢羽根状刻み目紋土器

　本貝塚からは、矢羽根状刻み目紋土器が 1 点（図

9-8）のみ出土している。すなわち、４層から 1 点の

出土である。器形は、口縁部が外反し、外面が肥厚し

て頸部でしまるもので、矢羽根状刻み目紋甕形土器 A

類に属すると考えられる。また、刻み目は、外面の肥

厚部分全体に及び 5 段の刻み目からなっている。また、

外面に面をとるような部分はないため、型式学的には

b 式に近いといえる。

3-3．コルテス貝塚出土の矢羽根状刻み目紋土器

3-3-1．コルテス貝塚の発掘調査

　ドゥゴ村コルテス貝塚は、カガヤン川を 5km ほど

溯った川の東岸に位置する（図 3）。遺跡は、カガヤ

ン川の自然堤防上に立地し、標高は 7m（小川 2003: 

31）である。本遺跡の調査は、小川英文が中心にな

り 2001 年に貝塚最頂部に 2x2m の発掘坑を設定し

て行われた（小川 2003: 31）。発掘の結果、約 50cm

の厚さの表土層の下に 1 層と 2 層の 2 枚の層を検出

した。すなわち、表土：破砕貝と完形貝を含み、地表

面からの攪乱を受けた暗褐色土層、1 層：完形貝と褐

色土の混土貝層、２層：黄褐色粘土質シルト層（小川

2003：31）である。1 層は厚さ 1m、2 層は深度 1m

まで掘り下げている（小川 2003：31）。

3-3-2．コルテス貝塚出土の矢羽根状刻み目紋土器

　発掘の結果、矢羽根状刻み目紋土器は、第２層最上

部から１点、第１層から９点が検出された。

　第２層出土の矢羽根状刻み目紋土器（図 9-9）は、

口縁部が外反し外面が肥厚し、頸部で締まる形態のも

ので、矢羽根状刻み目紋甕形土器 A 類の範疇に入る

ものである。紋様は、肥厚した口縁外面全体に 3 段

の刻みからなる矢羽根状刻み目紋が施されている。型

式学的には、紋様が外面全体に及ぶこと、外面に面取

りした部分がみられないことから、b 式の範疇で捉え

られよう。

　１層出土の矢羽根状刻み目紋土器は、甕形土器が 6

点（図 9-10~15）と鉢形土器が 3 点（図 9-16~18）で

ある。甕形土器 6 点の内の 5 点（図 9-10 ～ 14）は、

口縁部が外反し、外面が肥厚して頸部でしまる形態

を持ち、矢羽根状刻み目紋甕形土器 A 類の範疇に入

るものである。型式学的には、（図 9-10,13,14）の資

料が外面全体に刻み目が施され、かつ外面に面取り

をしていない為、b 式の範疇で捉えられる一方で、図

9-11,12 の資料は、施紋が外面の一部に限られるため、

c 式の範疇に入るものと考えられる。また、図 9-15
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（1:Tanaka 1998a）（2~18: 小川 2003）

図９　カトゥガン貝塚、ダビッド貝塚、コルテス貝塚出土矢羽根状刻み目紋土器



− 76 − − 77 −

金沢大学考古学紀要 32　2011,　64-86.　新石器時代晩期から鉄器時代にかけたフィリピン北部と台湾南部の土器の関連性について

の資料は、外側に厚手に膨らんだ口縁部を持つ甕形土

器である。これは、これまで見た資料に見れれない

形態を持っているので、矢羽根状刻み目紋甕形土器 D

類と命名しておきたい。紋様は、外面の中程に稜を取

り、この稜の上下に紋様が施されている。すなわち、

稜より上側には、無紋帯を中央に挟み、外側から見て

左側は、刻み目紋を口縁周に沿って 7 段配して矢羽

根状の紋様を作出した紋様帯を作り、右側は、細い沈

線によって格子状の紋様帯を作出している。一方、稜

より下側には、小さな円形の刺突紋が２段に亘って配

されている。

　一方、鉢形土器（図 9-16~18）は、3 点である。そ

のうち、図 9-16，17 の資料は、口唇部内面に平坦面

を作り、口唇部から胴部にかけてまっすぐにすぼまる

形態のものである。図 9-16 の資料は、口唇先端部が

尖り、図 9-17 の資料は、口唇先端部が丸味を持って

いる。口唇先端部が尖る方（図 9-16）は、カトゥガ

ン貝塚第２層出土の鉢形土器（図 9-7）に形態が類似

する。それ故、矢羽根状刻み目紋鉢形土器 B 類に入

ると考えられる。一方、口唇先端部が丸味を持つ図

9-17 の資料も、口唇部内面に平坦面を作り、胴部に

かけてまっすぐにすぼまる形態から、矢羽根状刻み目

紋鉢形土器 B 類の範疇にいれて考えることができる

であろう。紋様は、図 9-16 の資料が、口唇部外面に

短い刻み目を１段施し、内面の平坦面に２段の刻み目

を傾斜方向を変えて施すことによって矢羽根状の紋様

を作出している。ただし、この矢羽根状紋様は、全体

にわたるものではなく、沈線で区画された一部に施さ

れ、外側から見て破片の左側は無紋である。また、図

9-18 は、口縁部が外に張り出した鉢形土器で、張り

出した部分の頂部が丸味を持ちながらも幅広になる。

この形態もこれまでにみられないものであるので、こ

こで矢羽根状刻み目紋鉢形土器 C 類と命名しておき

たい。紋様は、この張り出し部分の頂部に刻み目紋が

施され矢羽根状の形を作出している。すなわち、口縁

部外面に短い刻み目を施した後、外側から見て破片に

左側には、口縁周にそって３段の刻み目を段ごとに傾

斜方向を変えて施すことによって矢羽根状の紋様が作

出され、一方、破片の右側には、口縁周に対して縦位

に内面の中心に向って下開きの八の字形になるよう組

み合わせた刻み目紋が 3 組ずつ施されている。

3-4. カトゥガン貝塚、ダビッド貝塚、コルテス貝塚

出土の矢羽根状刻み目紋土器

　以上、3 章では、三つの貝塚の遺跡ごと、層ごとに

矢羽根状刻み目紋土器の出土資料を概観した。ここで

は、その結果を簡単にまとめておきたい。

　カトゥガン貝塚では、4 層で 5 点、2 層で 2 点の出

土例がみられた。4 層のものは、全て甕形土器 A 類 b

式に属し、2 層のものは、甕形土器 C 類、鉢形土器 B

類に属する。また、層位的関係から、甕形土器 A 類 b

式は、甕形土器 C 類や鉢形土器 B 類より古いといえる。

　ダビッド貝塚では、4 層から甕形土器 A 類 b 式 1

点のみの出土であった。

　コルテス貝塚では、2 層から甕形土器 A 類 b 式 1

点のみの出土であった。一方、1 層からは、甕形土

器 A 類 b 式 3 点、甕形土器 A 類 c 式 2 点、甕形土器

D 類 1 点、鉢形土器 B 類 2 点、鉢形土器 C 類１点の

出土であった。また、層位的関係から甕形土器 A 類 b

式は、甕形土器 A 類 c 式、甕形土器 D 類、鉢形土器

B 類、鉢形土器 C 類と時間的に平行することもあるが、

古くなることもあるといえる。また、この点は、バガッ

グ I 貝塚の層位で確認された甕形土器 b 式が c 式に先

行するという知見を裏付ける。

　次に台湾側の資料をみていきたい。

4. 張光直による台湾南部鳳鼻頭遺跡の発掘調査と

矢羽根状刻み目紋土器

4-1．張光直による台湾南部鳳鼻頭遺跡の発掘調査

　鳳鼻頭遺跡 ( 図１) は、台湾南部の高雄県林園郷に

位置し、鳳山丘陵の南端部に立地する先史遺跡であ

る。遺跡の立地する丘陵の南側は、沖積平野となって

おり、平野を走る幹線道路と丘陵南端部の最高地点の

比高は、約 39cm (Chang1969:1-9) である。また、こ

の丘陵南端部から南の海岸線までの距離は、600 ～

700m 程（Chang 1969:19）である。また、本遺跡の

名称である鳳鼻頭は、遺跡の立地する鳳山丘陵の南端

部が、鳳凰の鼻のような形をした小丘陵の複合から

なっていることに由来する (Chang 1969:19)。

　本遺跡は、金子寿衛男によって 1944 年に発見され、

戦時中、この地域に派兵された坪井清足によって調査

された。

　ここで紹介する張光直による発掘調査は、1965 年
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1 月 8 日から 2 月 27 日にかけて、イエール (Yale) 大

学人類学科並びに同大学ピーボディ自然史博物館、そ

して、國立台湾大学考古学人類学科の共同調査とし

て行われたものである。調査は、遺跡の立地する丘

陵南端部の６つの地点（B、K、N、P、S、V の各地点）

で発掘調査が行われ、7 つの地点（E、M、Q、R、T、

U、S の各地点）で集中的な踏査が行われた。発掘調

査が行われた 6 つの地点の中で最も良好な層序が確

認されたのが K 地点である。それゆえ、ここでは、K

地点における堆積状況と文化層について張光直の報

告（Chang 1969）に従ってみておきたい。

　K 地点は、丘陵南斜面の中央部に位置し、発掘調

査地点は、道と北側の墓地の間にあり、豆とサツマ

イモ畑として利用されていた所であった。発掘坑は、

２×２ｍの大きさのものが３箇所設定され、西から

東へかけて、K −１、K −２、K −３と命名された。こ

のうち、K −１と K −３は、岩盤まで発掘されたが、K

−２は、貝と土壙を採集するための 50cm × 50cm の

柱状サンプル採集だけであった。発掘を行った K −１

は、320cm、K −３は、370cm の堆積があることが

判明した。また、両者とも耕作土層、第１層、第２

層、第３層、第４層の５つの層からなることもの明ら

かになった。以下各層の概要を記す。すなわち、耕

作土層は、２次堆積土とされ、発掘削のすぐ南にあっ

た通信トレンチを掘削した際の上げ土とされた。第

１層は、明黄褐色を呈し、堅く、石灰岩の破片並びに、

小型の多種の貝を多数含む層である。第２層は、第

１層と第３層の間の過渡期的な層とみられるもので、

明褐色を呈し、しまりは、いくぶんゆるくやわらかい。

また、含まれる貝は、いくぶん少なめである。そして、

第３層は、上部と下部に細分され、上部は暗褐色を呈

し、黄色味を帯び堅くなる。また、上部では大きいが

少ない種類の貝が混入する。また、上部、下部を通じ

て土の質は、かなり砂質で、やはり上部、下部を通じ

て滑らかな大きな礫が混入する。そして、第４層は、

南壁沿いのくぼみにおいてのみ出現する層である。赤

味のある砂利混じりの土からなる層で、石灰破片と河

原石が混入している。

　これらの層と出土土器の関係を見ると、第４層から

出土するのは、縄蓆紋土器のみで、出土数もまばら

である。一方、第３層下部からは、専ら赤色土器（精

製赤色土器）が出土し、上部からは、灰色土器が優勢

に出土する。また、上部では砂質赤色土器も出土す

る。また、これら灰色土器と砂質赤色土器は、第１層、

第２層においてもみられる。また、同様に、彩紋土器

と黒色土器も第１層、第２層、第３層上部で出土し

た。また、発掘の便宜から K 地点の各層は、細分さ

れた。すなわち、K −１地点では第１層が厚さ 45cm、

40cm、35cm の各々 1a 層、1b 層、1c 層に、第 2 層

が厚さ 25cm、15cm の 2a 層と 2b 層に、第３層が厚

さ 50cm、15cm（北壁沿い）、35cm（南壁沿い）の 3a 層、

3b 層、3c 層に区分された。一方、K −３地点では、

第 １ 層 が 厚 さ 20cm、30cm、20cm、20cm、20cm

の 1a 層、1b 層、1c 層、1d 層、1e 層に、第 3 層が、

厚さ 25cm の 3e 層と厚さ 10cm の 3i 層を除き全て

20cm ずつの 3a ～ 3h 層まで細分された。

4-2.　鳳鼻頭遺跡 K地点の C14 年代測定値

　K −１の第 2 層からの貝によって 2440 ± 100 B.P. 

(Y-1577) という年代測定値が、K −１の第３層からの

貝によって 2670 ± 80B.P. (Y-1584) という年代測定

値が、K −３の 3d 層からの貝によって 2670 ± 60B.

P.(Y-1648) という年代測定値がえられている (Chang 

1969:50)。

4-3.　鳳鼻頭遺跡出土の矢羽根状刻み目紋土器

　鳳鼻頭遺跡出土の土器は、張光直の報告では、縄蓆

紋土器、精製赤色土器、砂質赤色土器、砂質灰色土器、

黒色土器、彩紋土器に分けて記述されている（Chang 

1969:55-59, 81-105.）。これらの土器群の中で矢羽根

状刻み目紋土器がみられるのは、縄蓆紋土器、精製赤

色土器、砂質灰色土器、砂質赤色土器、黒色土器の 5

種である。それゆえ、ここでは、張光直の分類にした

がって、主要な土器の範疇ごとに矢羽根状刻み目紋の

土器の資料を見ていくことにする。

4-3-1. 精製赤色土器の中の矢羽根状刻み目紋土器

　精製赤色土器の中の矢羽根状刻み目紋土器は、2 点

がある（図 10-1,2）。このうち（図 10-1）は、甕形土

器の頸部破片である。“ く ” の字形に強く屈曲した形

態の頸部である。横位に 4 段の刻み目を列ごとに刻

み目の向きを変えて施すことによって矢羽根状の刻

み目紋を作出している。上から 1 段目と 3 段目が右

下りの刻み目で、2 段目と 4 段目が左下りの刻み目で

ある。また、4 段目の刻み目はやや長めである。
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図 10　台湾、鳳鼻頭遺跡出土の矢羽根状刻み目紋土器
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写真 2　台湾南部高雄県鳳鼻頭遺跡の踏査 (1)

1. 鳳鼻頭遺跡遠望 2. 鳳鼻頭遺跡説明板

3. 鳳鼻頭遺跡時期別説明板 (大坌坑文化層 ) 4. 鳳鼻頭遺跡時期別説明板 (牛稠子文化層 )

5. 鳳鼻頭遺跡時期別説明板 (鳳鼻頭文化層 ) 6. 鳳鼻頭遺跡丘陵南西側マンゴー畑
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写真 3　台湾南部高雄県鳳鼻頭遺跡の踏査 (2)

1. 鳳鼻頭遺跡南西側丘陵頂部 2. 鳳鼻頭遺跡南西側丘陵頂部から南側を望む

3. 鳳鼻頭遺跡南側斜面 4. 鳳鼻頭遺跡南側斜面 (拡大 )

5. 丘陵南側斜面から丘陵内奥部へ向かう道 6. 丘陵内奥部、道沿い (西側 )
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写真 4　台湾南部高雄県鳳鼻頭遺跡採集矢羽根状刻み目紋土器

1a 1b

2a 2b

3a 3b
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　一方、（図 10-2）は、広口の甕形土器の口縁部から

胴部上半部にかけた破片である。口縁部は頸部の付け

根からほぼまっすぐに立ち上り先端部にかけて徐々

に厚くなる。一方、頸部の付け根から下は、まず下り

傾斜になり肩部で屈曲し、丸味を持った胴部になる。

また、頸部の付け根から肩部の屈曲部までの長さは短

い。紋様は、この頸部の付け根から肩部の屈曲部ま

での部位に施されている。横位 3 段の刻み目を列ご

とに刻みの傾斜方向を変えて斜位に上部施し、矢羽

根状の紋様を作出したものである。刻み目の傾斜は、

第 1 段目と第 3 段目が左下りの傾斜で、第 2 段目が

右下りの傾斜である。精製赤色土器は、第 3 層下部

で卓越されるとされるが、集計表 (Table 14) では第 1

層から第 3 層上部まででも各層で出土していること

が明らかである。そのため、この 2 点の土器の出土

層を特定することができない。

4-3-2. 砂質灰色土器中の矢羽根状刻み目紋土器

　砂質灰色土器中の矢羽根状刻み目紋土器は、2 点、

（図 10-3,4）である。このうち、（図 10-3）は、甕形

土器の口縁部から頸部にかけて破片である。口唇先端

部は欠損しているが、頸部屈曲部から朝顔形に外にひ

らいて立ち上り、その高さは、比較的に高い。紋様

は頸部屈曲部外面に施されている。すなわち、横位

3 段の刻み目を列ごとに刻み傾斜方向を変えて斜位に

施し、矢羽根状の紋様を作出したものである。刻み目

紋の傾斜は、第 1 段目と第 3 段目が左下りの傾向で、

第 2 段目が右下りの傾斜である。

4-3-3. 褐色土器中の矢羽根状刻み目紋土器

　褐色土器の中の矢羽根状刻み目紋を持つものは、外

反する口縁部を持ち頸部で強くしまり胴部では球形

にふくらむと思われる甕形土器（図 10-5,6）と外反

するか内湾しつつ立ち上がる口縁部を持ち頸部での

しまりが弱く広口の口縁部を持ち肩部で稜を作った

後、すぼまる鉢形土器（図 10-7~13）と前二者のいず

れに入るか明確ではない頸部破片（図 10-14）がある。

　これらを概観するなら、張らによる発掘で出土した

矢羽根状刻み目紋土器は甕形土器、鉢形土器の外面頸

部、肩部への施紋が主体といえる。

５．台湾南部、鳳鼻頭遺跡の踏査と採集土器

5-1. 鳳鼻頭遺跡の踏査

　2010 年 4 月 3 日、筆者と台湾大学人類学科修士課

程学生、劉俊昱は、台湾南端の屏東県に所在する墾丁

遺跡の踏査を行った後、本遺跡を踏査すべく、一路北

へ向かった。墾丁からは、恆春を抜け、西海岸の車城

に出、そこから右手に中央山脈の山裾、左手に海を見

ながら国道 26 号線、そして、国道 1 号線を北上した。

道が中央山脈の山裾から離れて広い平野部に入ると、

まもなく北へ向う 1 号線と北西の海岸沿いを走る 17

号線に分かれる。我々は、17 号線の方に入り、広々

とした沖積平野に霧果の果樹園が広がる林邊を抜け、

屏東県と高雄県の県境となっている高屏溪の（南）川

岸にたどりついた。対岸は、目指す遺跡のある林園で

あるが、河口に一番近い雙園大橋は、この日工事中

で通れず、やむなくしばらく北上して萬大大橋を渡っ

て高雄県に入った。川を渡った後は、再度南下して

林園の町に入ると、西側遠方から北側遠方にかけて

連なる頂部の比較的平坦な丘陵が見えた（写真 2-1）。

鳳山丘陵である。丘陵南端部に近づくと丘陵に接する

平野部は、小さな公園のような形で整備されていた。

そして、そこには國定遺址という表示のある新しい

遺跡の説明板（写真 2-2）と時期ごとの出土遺物及び

文化段階の説明看板（写真 2-3~6）が建てられていた。

そして、この公園の東側には道が走り、道を挟んだ反

対側には、新しい住宅群が並んで建っていた。

　遺跡の立地する丘陵の踏査は、まず、南西側に回っ

て丘陵の頂部に登る道を捜した。丘陵の南西部は、マ

ンゴーの果樹園（写真 2-6）となっていたため、平地

部に車を停め、果樹園となっていた丘陵斜面部を歩い

て登った。果樹園は、丘陵の頂部下７～８cm のとこ

で終っていて、あとは、所々石灰岩の露出したとこ

ろに木と草の生える急峻な崖（写真 3-1）となってい

たため、これを登り頂部に立った。丘陵頂部からは、

眼下の平野に建ち並ぶ家々やビルの向うに、海が見

えた（写真 3-2）。しかし、この南西部分では、果樹

園の中で数点の土器胴部片がみられただけであった。

そこで、今度は、丘陵の南縁沿いに登ってゆく道をた

どることにした。緩やかな上り坂を登ってゆく途中、

左手の丘陵が、藪で覆われた所から果樹園に変わった

付近の道沿いに多くの土器の散布がみられた（写真

3-3,4）。また、この緩やかな坂道の崖下の平地に作ら

れた果樹園においても土器片、貝片の散布がみられ、

口縁破片を中心に採集を行った。そして、さらに、こ

の南沿部の道をたどってゆくと、道は丘陵側に左折し
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第５段目が右下がりの刻み目の段で、第 2 段目と第

４段目が左下がりの刻み目の列で、第 2 列目と第 3

列目、第 4 列目と第 5 列目は、それぞれ右開きの矢

羽根状の紋様を形作っている。

　（写真 4-2a,b,3a,b）は、粗い胎土を持った赤褐色の

壺形あるいは甕形土器である。色調は、写真 4-2a,b

が内外面ともやや黄色味がかった赤褐色であるのに

対して、写真 4-3a,b は、4-2a,b よりもいくぶん赤味

が強い。胎土は、写真 4-2a,b, 3a,b ともに粗く、粒径

1mm 程の灰色鉱物粒、赤褐色鉱物粒、微粒の灰色物

粒、赤褐色鋭物粒を多量に含む。また、胎土の色調は、

表面下芯まで赤褐色である。形態は、２が口唇上端部

が平坦で、ゆるく外反した口縁部を持ち、頸部で締り、

胴部上半部に明瞭な稜を作る屈曲部を有している。一

方、３は、口唇先端部が同様に平坦であるが、口縁部

はほぼ垂直に立ち上り、頸部下の胴部は外側にふくら

むものである。胴上半部の屈曲はゆるやかで、明瞭な

稜を作出するものではない。紋様は、２、３ともに

口唇先端部と頸部屈曲部及びその直下に斜行刻み目

紋を施している。この紋様は、口唇先端部のものが、

刻みを斜めに向かい合うように施し、右開きの矢羽根

状の紋様を形作るものである。一方、頸部屈曲部から

頸部直下に施された紋様は、横位 2 段の斜行刻み目

紋で、右開きの矢羽根状の紋様を形作っている。一方、

３の紋様は、口唇先端部に施された紋様が、一列の斜

行刻み目紋で、頸部屈曲部からその直下に施された紋

様が、横位の 3 段の斜行刻み目紋で、2 段目の刻みと

3 段目の刻み目が矢羽根形の紋様を形作っている。

若干の検討とまとめ

　カガヤン川下流域出土の矢羽根状刻み目紋の概観

によって矢羽根状刻み目紋はカガヤン川下流域には

甕形土器 A 類、B 類、C 類、D 類の４種と鉢形土器 A 類、

B 類、C 類の土器があることが明らかになった。この

うち甕形土器 A 類は、外面全面刻み目で、外面を平

坦に面取りする a 式、全面刻み目で外面を面取りせ

ず、一部口唇頂部刻み目が形成される b 式、外面の

部分施紋になる c 式に分けられ a 式から b 式を経て c

式への変化がバガッグ I 貝塚の出土層位から裏付けら

れた。一方、鳳鼻頭遺跡の採集資料のうち赤褐色で

頸部屈曲部に矢羽根状刻み目紋を有する資料（写真

4-2,3）は、カガヤンの貝塚出土資料に類例を見出し

て丘陵の中に入り（写真 3-5）、上り坂が一度下り再

び上り坂となる所があった。その地点の丘陵側は、急

な斜面になっていて、バナナが植わっていたが、この

斜面部に多数の土器片が散っており（写真 3-6）、こ

こでも口縁破片を中心に土器片の採集を行った。

　この踏査によって、土器 46 点、貝片 11 点、石片 2

点を採集した。これらのうち、土器片の部位ごとの内

訳は、口縁部破片 24 点、頸部破片 2 点、胴部破片 18 点、

圏足破片 2 点である。また、これらのうち、紋様を

有するものは、口縁部破片が 4 点と頸部破片が 1 点、

胴部片が 3 点である。口縁部破片の紋様は、1 点が斜

行した刻み目紋で、3 点が矢羽根状刻み目紋である。

一方、頸部破片の紋様は、頸部屈曲部外面に横位に隆

帯を施したもので、胴部破片の紋様は、叩き板による

成形痕を残したものである。そのため、ここでは、矢

羽根状刻み目紋を有する口縁部破片 3 点のみを取り上

げる。

5-2. 鳳鼻頭遺跡採集矢羽根状刻み目紋土器（写真

4-1a,b~3a,b）

　矢羽根状刻み目紋土器 3 点の採集地点は、1 点（写

真 4-1a,b）が、丘陵南縁部側の緩斜面の道を登って左

折し、丘陵の中に入ったところの道路わきの丘陵斜面

に土器片が集中して散布するとこである。一方、他の

2 点（写真 4-2a,b, 3a,b）は、丘陵南縁部の緩やかな

上り坂の道の平野側のコンクリートで固めた崖面の下

の果樹園で採集したものである。では、各々の土器の

色調、胎土、形態、紋様の特徴を概観する。

　（写真 4-1a,b）は、外面の色調が黒色で、頂部及び

内面の色調が灰色のものである。胎土は、芯まで一様

に灰色で、肌目が細かく、微粒の白砂粒と黒雲母片を

含む。形態は、小破片であるため確定するのが困難で

あるが、甕形土器あるいは鉢形土器の口縁部破片で、

口縁部上端部は平坦面を作出し、外面は外側にやや膨

らんだ後、すぼまりかけた所で破損している。一方、

内面の形態は、頂部に接する部分が肥厚し、その下は

内湾している。紋様は、平坦な頂部と外面に斜行刻み

目紋が施されている。頂部の紋様は、斜行刻み目紋を

向い合うように配したもので矢羽根状の連続紋様を作

出している。一方、外面の紋様は、やはり短い刻み目

紋を斜行させて横位に 5 段施したものである。この 5

段の斜行刻み目紋は、上から見て第 1 段目、第３段目、
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えなかった。一方、口縁外面のふくらんだ部分に矢

羽根状刻み目紋を配する（写真 4-1）の資料は、カガ

ヤン川下流域の矢羽根状刻み紋甕形土器 A 類 b 式と

類似する。また、口唇頂部に刻み目が入る点も A 類

b 式に類似するといえる。

　一方で、写真 4-1a,b の資料は、内面が内湾してい

るが、カガヤン川流域の資料の A 類 b 式の内面は平

坦で内湾する資料は見られない。こうしたことから

両者の資料の間に影響関係を想定することは可能で

あってもまださらなる資料調査と検討が必要である。
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